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論　　文　　の　　要　　旨
　単分散ラテックスは均一な径をもつ合成樹脂微小球（0．05μ～1μ）の懸濁液である。この系の統
計力学モデルとしての優秀性はラこれがA豆dα転移を示すことにより、すでに明らかなところであ
る。
　本研究は曾粒径の異なる二種の単分散ラテックスの混合系における構造形成に関するものである。
単一成分系の相転移についてはA1der転移を始め種々の場合において研究されて来たが害二成分系に
おけるこの種の系統的研究は行われていない。著者はオパールの申で二種のシリカ粒子が特異な合
金構造を作るという事実に触発され，コロイドをモデルとして便用する二成分系の研究に着手した。
　研究は骨二成分系において生ずる合金構造の探索ヨ発見された構造の解析ヨ及びその生成条件ラ
すなわち二成分系の不定形相から規則構造相への相転移条件の検討からなる。
　数十種の径の異なる単分散ラテックスを合成雪精製，濃縮し、その中から二種を選んで混合し雪
数十時間放置した後曾その中に生成した構造を光学顕徴鏡で観察した。現在までに発見された構造
は雪A互B。（棚アルミューム）型、NaZ～（Z虹王e相）型ヨC＆Cu。型ヨMgC泌。（Laves相）型うそし
て未だ対応する合金構造を同定し得ないがヨ六方晶系の（大粒子）11（小粒子）。なる構造比の結晶
構造である。
　コロイド粒子の相互作用が斥カ的になる条件下で実験が行われているので，これらの構造の形成
には何らの結合力も作用していない。故に、これらの合金構造の形成は単純な「球の充填構造」の
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実現であることは明らかである。
　またヨコロイド粒子の反発カを考慮した有効剛体球径を導きうその径を用いてヨ生成した構造に
おける「有効粒径比」を求めた所サその値は対応する合金構造と大略の一致を見た。この事実は実
はラ合金学において行われている一つの推測、すなわち雪ある種の合金の構造は「球の充填原理に
より決定される」とする考えに完全な証明を与えるものである。
　次に雪この構造の安定性を論じている。すなわちラP鮒thεの空間充填率曲線を各構造について書
きヨこれと各構造の有効径比を対比すると害それらの構造はいずれも充填曲線の極大に位置してい
ることがわかった。この事実はこれらの構造の生成は単なる「充填率最大」の出現ではなくラ相転
移の過程の中で幾つかの充填率極大が現れうるものであることを示すものである。
　また雪構造生成は系の濃度がある限度を越えたとき起る相転移であることを実験的に確認しヲそ
の転移条件を論じた。すなわち雪Yeraz醐｛s等の巨視的剛体球の充填に関する実験値からヲ不定形相
と規則構造相の転移条件の近似値を推定し，それと生成した構造相の充填密度とを比較して害この
相転移を定性的に説明することに成功している。
審　　査　　の　　要　　旨
　濃厚な二成分混合系の複雑な挙動の中から，合金構造の生成ラその解析雪及び安定性の条件等ヨ
幾つかの法則を発見しヨコロイドをモデルとする二成分系の系統的研究の端緒を拓いた。その功績
は高く評価される。
　よって。著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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